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リスクと報道 （本日のお話の内容）

１）日本のジャーナリズムの科学報道

２）メディアによって混乱が増幅された検討例

（環境ホルモン、ダイオキシン ）

３）科学情報、技術情報を伝える難しさ

（高速増殖炉「もんじゅ」事故）

４）騒動から得られたもの、残る疑問
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新聞社に科学部が誕生したのは？

◆新聞各社の動き
・読売新聞に科学報道本部（１９５６年２月）

（ ６８年２月に科学部に）

・朝日新聞が科学部設置（１９５７年５月）

・毎日新聞が科学部設置（１９５７年１２月）

・読売の科学報道本部が科学部に（１９６８年２月）

◆背景
・原子力委員会の発足、科学技術庁の設置、ソ連の人工衛星
打ち上げなど科学技術を巡る大きな出来事が相次いだ

・専門的な部を設けないと、対応が難しくなった

・原子力開発のスタートが新聞社に科学部を生んだといえる
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科学・技術をめぐる環境も、変容している

◆科学の内在的問題

・要素還元主義の限界

・細分化する専門領域の隘路、総合的評価の需要

・複雑性、多様性を解明する役割

◆社会との関係

・知識のための科学から、社会のための科学へ

◆時代の要請は

・俯瞰的視野や総合性が求められる時代

・多分野の共同作業の必要性

（文理融合、境界領域を埋める重要性）
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科学部の取材対象となるリスク

・ 医療事故 東京医大、東京女子医大

・ 感染症 HIV、ＳＡＲＳ、インフルエンザ
・ 食品安全性 ＢＳＥ、遺伝子組換食品、スギヒラタケ

・ 化学工業、化学物質リスク

・ ロケット打ち上げ

・ 航空機事故

・ 原子力事故

・ 化学テロ、生物兵器

・ 生態系保全、生物多様性減少

・ 地球環境、気候変動によるリスク



6

ダイオキシン、環境ホルモン騒動
（マスメディアが関与した混乱例）

１） ９８年１月、メディアで始まった混乱
２）ＷＷＦのリスト、野生生物で初めてのデータ裏づけ
（「奪われし未来」の出版 97年９月）
３）生活面、教育テレビの世界から、ニュースへ（１月）
（黒本の存在と、環境省クラブの継承事項）
４）社説、コラムに発展（２月）
（「ヒトは子孫を残せるか」「内分泌かく乱物質の不安」）
５）実像を超える報道の増加（４月）カップ麺騒動
６）評論家の「切れる子供たち」発言、ＴＶ番組の影響
「恐れのある物質」、「猛毒」、「子供たちがキレる原因」
＝社会的事実と科学的事実の乖離

７）環境ホルモン騒動本格化と母乳是非の混乱、冷静な議論を
求める批判意見

８）収束と忘却、次の標的は？
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環境ホルモン記事数の推移
１９９８．０１－０９

全国紙５紙の環境ホルモン関連記事数の推移（９８年１月～９月）
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